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国 I

I 研究の立場[ ， 研究の歩み

私たちは，子どもたちが意欲的に自分の伝えたい内容をもち，その伝えたい内容にぴ

ったりで，相手に伝えるのにもひ。ったりなことばを求め続ける子どもを育てたいと考え

てきた。「ことばJとは，人々が感情や意志，考えなどを伝えるために用いる音声や文

字に，相手に自分の伝えたいことがしっかりと伝わるようにという気持ちまでが合わさ

っているものだと考える O そして，自分の伝えたいことが，相手にしっかりと伝わるよ

うに考え，表現したことを「自分のことばjであると考えた。そこで， r自分のことば

を求め続ける国語科授業の創造」という研究主題を設定し， 自分が伝えたいことを相手

に伝えるために，よりよいことばを絶えず求めている授業を目指し，研究を進めてきたD

本研究の l年次には， 目指す子どもの姿や授業像を明らかにした。

「自分のことばを求め続けるjとは，図 1のように一連の過程及び結果を表すと考え

た。子どもたちは，まず対象と出会い，自分の伝えたいことをもっO この伝えたいこと

をもっ場合には，頭の中で，過去の経験から得た 「知識，技能」と「思考力・判断力・

表現力 (理由付けの仕方)J(以下， r理由付けの仕方J)を使っている O 次に，自分の伝

えたいことを伝える D 自分の伝えたいことを伝える際にも，先ほど頭の中で、考え作った

ものをそのまま伝えてはいない。相手に伝えたいとい

う「関心・ 意欲，態度Jをもち，相手や目的に応じて，

「知識，技能jや「理由付けの仕方」を働かせ，適切

なことばを探し出して伝えている D

これらの過程は単元全体や 1時間の授業を通して見

られる姿であり，子どもたちが伝えたいことを伝えよ

うとする瞬間の姿でもあると考えている O

そして， r自分のことばを求め続ける国語科授業」

とは， r関心 ・意欲，態度」と 「知識，技能J，r理由

付けの仕方」が絡まり，よりよい自分のことばを絶え

ず求めている授業であると考えた。

2年次は，学習内容として， 効果的な書く活動を，

単元の中の効果的な位置に位置付ける設定の手順と方
【図 1 自分のことばを求め続ける姿】

法を明らかにした。

まず，単元の目標， 書く活動の目的を明 らかにする O そして，学習指導要領解説の 「書

くこと」の領域における指導事項と，本校の研究で設定した「理由付けの仕方」の系統

一覧，子どもの学習経験を考慮して，書く内容を決定する。また， r知識，技能」と「理

由付けの仕方Jが表れやすい型式として 1枚カード型式，順番カ ード型式，構成型式

( 1枚型)，構成型式 (複数型)のどれが妥当であるかを考えて設定する O 対象として

は，低学年はより身近なものを，高学年になるにつれて，社会的な広がりをもつものを

考えて設定する。そして，それを書く活動の目的に応じて，指導計画へ位置付けてきた。

さらに， 育成したい三つの力がしっかりと身に付いているかを見取る評価方法の具体

化を図り，作品分析 -自己評価の有効性を明らかにした。

その結果，自分の伝えたいことにぴったりな自分のことばで書く子どもの姿が見られ

新たな対象との出会い

るようになってきた。
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(2 本年度の研究の方向

本年度の研究は， r自分のことばを求め続ける国語科授業の創造」の 3年次である O

これまでの授業実践を振り返ると，適切な言語活動として効果的な書 く活動を学習内

容として位置付け，育成したい三つの力を高めることができた。しかし，自分のことば

で書けたことに満足し，自分が伝えたい内容を正確に相手に伝えることができたと子ど

もが感じているかというと，十分ではないと考える D

例えば，第 2学年「だいじなところに気をつけて読もうJ(教材「サンゴの海の生き

ものたちJ)の実践で考えてみる O この単元は，生き物の生態と関わり合いの理由の順

序を考えながら，内容の大体を読み取る単元である。そこで，何をどのように表現して

いるのか教材文で学習した後，選んだ生き物についての科学的読み物を読み，カードに

まとめるという学習を行った。子どもたちは，生き物の特徴を読み，それを自分のこと

ばでカードに書 くことができ， r知識，技能Jr理由付けの仕方Jを高めることができた。

しかし， rこれでよかったのかな。Jr自分の発表はどうだったかな。Jという子どもの

声も聞こえてきた。このことは，学習したことを生かして書けているという自信をもつ

ことができなかったり，相手に分かりやすく伝えることができたのかはっきりととらえ

ることができなかったりしたからだと考える O それは，効果的な書く活動で書いた作品

を発表するだけで，自分のことばを再考したり，発表を聞いた側のことばを伝えたりす

る活動を子どもたちが意識していなかったからだととらえた。

そこで，これまでの 2年間の研究を基に， 効果的な書く活動で的確に理解したことを

基にして，自分の考えを自分のことばで伝え合い，その喜びを実感させることが大切で

あると考えた。ことばで伝え合うことによ って，身に付けさせたい「知識，技能Jr理
由付けの仕方」を子ども自身が意識しながら 書いたものから「学習したことを生かし

て書けた。Jr相手に分かりやすく伝えることができた。」という思いを持ち， r関心 -意

欲，態度」を高めることができると考える O

また，小学校学習指導要領の改訂の基本的な考え方のーっとして，思考力 -判断力・

表現力等の育成が挙げられている D その中で， r体験から感じ取ったことを表現するJ，
「事実を正確に理解し伝達するJ，r互いの考えを伝え合い，自 らの考えや集団の考えを

発展させる」などの学習活動の重要性が述べられている O また，今回の改訂で充実すべ

き重要事項のーっとして，言語活動の充実が挙げられ，発達段階に応じて記録，報告，

要約，説明，論述といった言語活動を行つ能力を培つ必要性があると述べられている O

このように新学習指導要領等の考え方からも，学習内容を見直し，指導方法を充実させ

ていく必要があると考える。

以上のことから，私たちは， ことばで伝え合う喜びを実感させることで，自分のこと

ばを求め続ける子どもを育成することができると考え ことばで伝え合う喜びを実感さ

せる学習指導を明らかにすることが大切であるとと らえた。そして 以下のようなサブ

テーマを設定した。

自分のことばを求め続ける国語科授業の創造皿

~ことばで伝え合う喜びを実感する学習指導~
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庁一
本年度の研究内容

ことばで伝え合う喜びを実感するとは

子どもたちは，これまでの学習 ・生活経験から自分の伝えたいことを，相手や目的な

どに応じて，分かりやすく自分のことばで書こうとしていた。そして，自分が伝えたい

ことが自分のことばで正確に伝わったことを感じると，意欲的に自分の伝えたい内容を

もち，自分のことばを求め続ける O それは，お互いの考えのやりとりを通してことばを

吟味すると，自分が伝えたいことがはっきりし，相手に伝えたいと思う 「関心-意欲，

態度」が高まるからだと考える O

ことばで伝え合う際には，効果的な書く活

動で書いた自分のことばで話したり，読んで

もらったりするだけでなく，それに対する相

手の考えを聞いたり，相手の書いた文章を読

んだりして， 自分のことばを再考したり，学

習してきた過程を振り返ったりすることが大

切である。

f何のためにJr援にJr.とのことをJ伝えるには，ど
うした品、、、bな。
順序を安寸言葉を入れて書いた品、、い。

之の事例を入れて書いたら分かりゃすい。なE

そして， 自分のことばが伝えたいことにぴ

ったりなことばであることを実際に感じるこ 【図 2 ことばで伝え合う喜びを実感する姿】

とができた時を，ことばで伝え合う喜びを実感する姿であるととらえた。

その姿を学ぶ意欲の基になる感覚でとらえると，次のような姿などで見ることができる O

自分のことばで，伝えたい内容が~;目手に分かつてもらえたときに，子どもたちは自分

のことばでより正しく，より確かに伝えられたという有能感を感じる O また，相手との

やりとりを通して なかなか相手に分かつてもらえないときに自分のことばでより分か

りやすく伝えなければならないという必要感を感じる O そして，相手のことばからとら

えた自分の考えが伝えたい内容と合致したときに，自分のことばが相手に認められたと

いう受容感や自分のことばが正しかったのだという有用感を感じる O さらに，ことばで

伝え合うことにより，学習したことが生かされて，より分かりやすい自分のことばが形

成され，表現されたという効力感も感じることができる O

ことばで伝え合う喜びを実感する子どもとは このような学ぶ意欲の基になる感覚を

感じ，自分のことばを求め続けていく子どもであると考えた。

[2 ことばで伝え合う喜びを実感する学習指導とは

これまでの学習指導で，子どもたちの姿が想定どおりでなかった場合を，学ぶ意欲の

基になる感覚でとらえ直してみた。すると 「知識技能J. r理由付けの仕方」を生か

して自分のことばで書けたという効力感や，自分の伝えたいことが相手に伝わったとい

う受容感を味わわせることが不足していたと感じる O

それは，効果的な書く活動で書いた自分のことばを発表する学習指導で，自分のこと

ばが「知識，技能J，r理由付けの仕方Jを生かして書けているのかが把握できず，効力

感を味わうことができない子どもが見られたことから言える O また，発表する際に自分

のことばを伝えるだけで 相手に自分の伝えたい内容を理解してもらえたかが分からず

に，受容感を味わうことができない子どもが見られたことからも言える O

そこで，単元全体や 1時間の授業で学習している 「知識，技能Ji理由付けの仕方J

ワー
司

l
h・



国 4

を子ども自身が明確にとらえて効果的な書く活動で，書いたものをことばで伝え合う活

動を設定し，効力感を味わわせることが必要であると考える O また，伝えたいことが相

手に正しく伝わったと確認できるようなことばで伝え合う活動を設定し，受容感を味わ

わせることが大切であると考える O ことばで伝え合う喜びを実感する学習指導とは，効

力感・受容感を味わわせ，育成したい三つの力を高める学習内容や指導方法のことであ

るO その指導方法においては，学習過程 ・学習活動・学習形態 ・学習の場-教師の具体

的な働きかけ ・評価方法などが関連付けられて構成されなければならないと考える O

(3 ことばで伝え合う喜びを実感する学習指導の具体化

(1) ことばで伝え合う喜びを実感する学習内容

これまでの研究で，学習内容として位置付けてきた効果的な書 く活動を，ことばで

伝え合う喜びを実感するという観点で見直した。

その結果， 効果的な書く活動で書いた自分のことばを，伝えたい相手の立場で，目

的や意図に応じて吟味できる対象と内容，

自分のことばを再考したり，学習した過

程を振り返ったりすることのできるよう

なモデルを基にした型式への書かせ方な

どを考慮し，ことばで伝え合う学習内容

を設定することが必要であると考えた。

図3は，第 4学年「材料の選び方を考え

ようJ(教材 「アップとルーズで考えるj

「四年三組から発信します」の実践で見

直した例である O

(2) ことばで伝え合う喜びを実感する指導方法

これまでの学習内容 こl:Iiで伝え合う喜びを実感する学習内容

「相手や目的に応じた新聞 「調郭誕民認ロヒエ2立主
をつくろう。J 4手足うかりやすく伝えよう。」

O 教材文や教師の提示 O 教材文や教師の提示

したモデ、ノレでの学習 したモデノレで、の学習

O 効果的な書く活動 O 効果的な書く活動

一人一人の取材・構 ※ 義之ニエふ忠之ニヱ
nlt .記述・推敵 之とニ之エ旦思掠忠雄

「自分たちでつくった新聞 蕊エ2昆孟怠~
をしょうかし、しよう。」 「題関器奏会広広達忠，J-

本主具此弘主20J

【図 3 これまでの学習内容との比較】

これまでの授業の実践を踏まえて，効果的な書く活動で書いたことばを伝え合い，

自分のことばを再考したり，学習してきた過程を振り返ったりすることが大切である

と考える O そこで，子どもが主体的に学習に取り組んでいけるように，効力感 ・受容

感を味わわせることのできることばで伝え合う喜ぴを実感する指導方法の視点の基本

的な考え方を次のように設定した。

【表 1 ことばで伝え合う喜びを実感する指導方法の視点の基本的な考え方】

指導方法の視点 基本的な考え方

学習過程 子どもがことばについて認識する過程。「つかむJrみとおすJrしらべるJrふかめるJrふり
かえるJ["いかす」の 6つの段階に区分している。

学習活動 学習を生かして自分の伝えたいことにぴったりな自分のことばを考え，効力感を味わうことの
できる学習活動，そのことばを再考したり，振り返ったりして受容感を味わうことのできる伝え
合う学習活動を設定する。

学習形態 学習したことを生かせていると効力感を味わうことのできる個別学習や一斉学習と ，とお互いの
ことばを伝え合い，自分のことばを再考したり，振り返ったりして受容感を味わうこ のできる
グループ学習を組み合わせる。

学習の場 学習を生かしてことばを調べたり ，確かめたりして効力感を味わうことのできる百語環境-学
習環境の整備を行う 。また，こ とばに対しての情報を得て，思考を深める ことができるように，
学校図書館との連携を図る。

教師の具体的な 子どもの学習経験や実態を的確に把握し，育成したい 「知識， 技能」 が明確に不されて参考と
働きかけ なるモデルを提示したり ，発問・助言，板書等を工夫したりして効力感を味わわせる。また，適

切なことばに対する声かけや称賛により受容感を味わわせる。

評価方法 作品分析により身態「が知度評識」価，技能Jr理由付けの仕方」を評価する。また，教師が見取ることが難
しい「関心 ・意欲 については感，学習した内容を振り返り，自分の力として身に付いたか
どうかを子ども自 し，効i口b、力 を味わうことのできる自己評価を行う 。
友達とお互いのことばを認め い，受容感を味わうことのできる相互評価を行う 。
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この指導方法の視点で授業を創 り 想定 した子どもの姿が表出されているかを見取り ，

ことばで伝え合う喜びを実感する指導方法の要件を次のように設定した。

O 効果的な書 く活動で書いた自分のことばで伝え合うことによ って自分のことばを再考

し，自分のことばの正誤 ・適否を判断し，付加・削除 ・修正することができる O

O 効果的な書 く活動で書いた自分のことばで伝え合うことによ って， I知識，技能JI理
由付けの仕方」を子ども自身が意識することができる O

O 効果的な書く 活動で書いた自分のことばで伝え合うことによ って，自分のことばに自

信をもち，さ らに自分のことばを求め続けることができる O

O 効果的な書 く活動で書いた自分のことばで伝え合うことによ って，相手に分かつても

らえた，認め られたという気持ちをもつことができる O

この要件を基に，自分のことばを求め続ける際に対象と出会ってから 自分のことばで表

現するまでの「対象との出会いJI対象の理解JI伝えたいことの形成JI自分のことばの

形成JI自分のことばで表現jで，学習過程 ・学習活動 ・学習形態・ 学習の場 ・教師の具

体的な働きかけ ・評価方法を関連付けて構成したものが表 2である O

ことばで伝え合う際には，単元で，または，その時間に学習する 「知識，技能Jr理由

付けの仕方Jが表れているのかという観点を子ども自身に明確に持たせて，再考させたり，

【表 2 ことばで伝え合う喜びを実感する指導方法の要件】

子 ど も の姿 過程 学習活動 学習形態・場

【対象との出会い】【対象の理解】 I ことばに対する見 言語環境・

O 対象について既習事項と関連付け，
つ

方 -考え方を広げな 学習環境のr (教材)Jで学んだことを生 治、

学習したことを生かして考える。 かして学習できそうだ。 む がら，学習目標を設 整備

O 相手-目的意識を明確にし，学 定する。

⑥⑧ 習目標を考える。 これまでに学習したことでは，うまく伝え

られないな。「何のためにJr維に」伝え み 2 効果的な書く活動，
【伝えたいことの形成】

るには，どうしたらいいのだろう。 と 伝え合う活動を位置

⑥⑧ O 内容や型式を明確にした学習の お
付けた単元の見通し

見通しを持つ。
、 わたしは切こほJ伝えたい。 1

す
をもっ。

そのためには、どんな方法で伝え

【自分のことばの形成】 lられるだろう。
3 学習課題一10⑧

O 叙述から根拠を明確にし， 自分 自分の考えを自分の

の考えを自分のことばで書いたり，
「このことばJから，わたしはこう考

ことばで書く 活動 を
える。「何のためにJr誰にJrこの

話したりする。 ことを」伝えるには，この言い方で
イ1'y一つ、 。

伝わるだろうか。

【自分のことばで表現】 I~ 
4 ことばで伝え合い，

「誰に」自分の伝えたいことが伝わ 自分のことば
O 友達と伝え合う ことにより，自

ったよ。 する。
分のことばがどのように伝わって

いるのかを確かめ，自分のことば \| なるほど。 「何のためにはJ OOに I II ~ II 再考した自分 こ
を再考する。 気を付けて考えたらいいんだな。 ふゎ 5 

とばから，学習して

【新たな対象との出会い】

開|
きた過程を振り返り，

⑥⑨ O 自己の成長に気付き ，獲得した この学習で00がわかった 自己の成長に気付く 。

「関心・意欲，態度JI理由付 け ぞ。「何のためにJr誰にJrこ
の仕方JI知識，技能」を生かし のことをJ伝えるH寺にも，この 6 新たに育成された

て，日常の言語生活に活用しよう 学習が生かせそうだな。 三つの力を活用 し，

という意欲をもっ。 個の課題を追究する。

n
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振り返らせたりすることのできる指導方法を考えることが重要である O このことに よって，

子どもが相手のことばを聞き，読み， 比較して，自分のことばを再考したり，友達に自分

のことばを説明し，振り返ったりすることで， I知識，技能J，I理由付けの仕方Jをしっ

かりとらえ，学習 したことを生かせたという効力感を味わうことができると考えるからで

ある O

そこで，I知識，技能JI理由付けの仕方」を意識させて記述式の自己評価を行わせ，自

分の成長に気付かせる O また， I関心・ 意欲，態度」については，学習の楽しさを 4段階

で数値化して評価させ，その理由を記述させることにより，次時の学習の指導に生かすこ

とができるようにする O

また， I知識，技能JI理由付けの仕方」の評価の観点を明確にして，自分の伝えたいこ

とが相手に伝わり，自分のことばが相手に理解され，認められたという受容感を味わうこ

とのできる相互評価を行うことが大切である。子どもたちに効果的な書く活動で明確にし

た 「知識，技能Jr理由付けの仕方」の観点で伝え合うことを確認し，相手のよさを伝え

合ったり，アドバイスし合ったりすることで，自分のことばに生かすことができることを

意識させる O そして，自分のことばを客観的に見直すことができた子どもを教師が称賛す

ることで，自分のことばを求め続けることを子ども自身が意識できると考える O

教師の具体的な働きかけ 評価方法

O 自然・社会 -文化や人間の生き方にかかわり ，発達段階に応じて興味が 10 これまでの学習経験から課題を

もてる，また， 一人一人が理解できる共通性のある対象について話題提示 | とらえ，新たな知識 -技能獲得へ

する。その際，多面的な見方 ・考え方 ・感じ方ができ ，自分なりの相手 .I の意欲をもとうとしているか。

目的意識をもつことのできる資料を提示する。 自己評価〉

O 効果的な書く活動の内容・型式について，学習経験や知っていることを 10 自分が伝えたいことを決め，学

想起させる発聞をする。 1 習の見通しをもつことができたか。

O 育成したい三つの力を確かに身に付けることができる，条件を付加した作品分析><自己評価〉

内容-型式を考えたモデlレを提示し，学習の見通しをもたせる。モデルは.10 根拠を明確にして，自分の考え

発達段階や内容などによ って，伝わりやすい例や伝わりにくい例などを単 1 を書くことができたか。

独，または組み合わせて提示する。 作品分析>(自己評価〉

O 育成したい三つの力を確かに身に付けさせるために，効果的な書 く活動 10 自分の考えを相手に伝えようと

を位置付ける。その際.["知識，技能J["理由付けの仕方」 を確実に身に付 | しているか。

けさせるために， 書 く内容を精選する。 自己評価><相互評価〉

O 効力感を味わわせるために， 叙述の仕方や構成の工夫などの表現形式に

着目させて書かせたり，話したりさせる。

O 受容感を味わわせるために， 相手のことばのよさや，自分が受け止めた

相手の考えを伝えさせる。その際， 効果的な書く活動を行った時の観点、に

沿って，読んだり，聞いたりさせる。

O 効力感を味わわせるために，再考した自分のことばが分かるように修正

させ，学習してきた過程の振り返り をさせる。

O 一人一人の考えの違いを，根拠の違いや理由付けの仕方の違いに着目さ

せて話し合わせるために，思考の過程や相違点・共通点が見える構造的な

板書を行う 。

O 相手 ・目的に応じて 適切な方法 ・条件で学習することができたかを明

確にもたせて， 学習してきた過程を振り返らせる。

O 日常の言諾生活に活用しようという効力感を味わわせるために，自己の

成長に気付かせ，連続・発展できる学習内容について考えさせる。

O 効果的な書く活動で明確にした

観点で友達と伝え合い，自分のこ

とばを再考し，付加・削除・修正

しているか。

〈作品分析><自己評価〉

O 自分のことばを再考して修正し

たことばや作品を見直し，自 己の

成長に気付いているか。

〈自己評価>(相互評価〉

O 自己の成長に気付 き，学習した

ことを活用しようという意欲をも

っているか。〈 自己評価〉

円
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皿 授業プラン例

1 第 4学年「材料の選び方を考えよう J (教材「アップとルーズで伝える J1 ~周 年三組から発信しますJ)

[ 材桝料叩方を考れえよう (は4件山山年判制iII一1
教材「ア ツプとル一スcで伝える11四年三姐から発信しますK光村 4年下圃• 1 単元の位置 3年

目的に応じた伝え方をしよう
O 効果的に読み，書く事柄を
整理したり事象と感想，意見
などを区別して書く 。

材料の選び方を考えよう
O 中心となる語から段落相Eの関係をとら

え，自分が伝えたいことに応じて材料を収
集したり選択したりして書く 。

4年

大事1dことを確かめよう
O 中心となる語をとらえ見出

しを考え，書こうとすること
の中心を明確にして書く 。

段落のつ1dがりに気をつけて読もう
O 中心となる語から見出しを考え，段落相互の関係をとらえる。

5年 |調べたことを知らせよう
|O 材料を収集 ・選択したり，段落相互の関係を考えて書く。

2 目標 . 

(J)伝える相手や目的に応じて，情報の選び方や表現方法が異なっていることに気付き，友達の作品やアドバイス
を自分の表現活動にも生かそうとすることができる。

(2) 事例と事例を比較して，それぞれの相違点と共通点を明らかにすることができる。

(3) 0 中心となる語や文からアップとルーズの目的や特徴，段落相互の関係をとらえることができる。
O 自分が伝えたい事や相手に応じて必要な材料を集めたり，必要に応じて選択したりして新聞を書くことが

できる。

6 指導計画(全 17時間 書くこと 10時間 ・読むこと 7時間)
過 程 主な学習活動 学習形態 ・場

1 モプ、ノレの提不による学習への意欲の喚起と学習目標の設定 ⑫ 材料の選び方に関心をもたせる
っかむ 「どの新聞がわかりやすいだろうか。J ために，褐示した新聞を全体で見

. 3種類の新聞比較 -写真の効果の考察 -宿泊学習の想起 たり， 個人で見たりする。

-単元の目標の設定 @ 集団宿泊学習の際，活用したし

〔 集団宿泊学習について 3年生に分かりやすく伝えよう。 )
おりを準備する。

みとおす
2 学習計画の立案 「学習計画を立てよう。」

ψ 

しらべる 3~5 「アップとルーズで伝える」の段落の読み取り ⑫ アップとノレーズの長所や短所に

「アップとノレーズはどのような特徴があるのだろうか。j 気付かせるために，写真を掲示し

-アップとノレーズの特徴の読み取り 文章との関連を考えさせる。

6 「段落構成はどのよ うになっているのだろうか。J
段落の構成をつかませる ため

-カードへの書き込み -段落構成の把握
⑫ 

に，段落カードを個人で並べたり，

7 アップと/レーズの実際
掲示用カー ドを全体で並べたりす

「身の回りでは，ア ップとノレーズがどの ように使われて
る。

いるのだろうか。」 ⑨ 身の回りのアップとルーズに目|

を向けさせるために，写真の使わ
↓ 

8~ 15 既習や体験を踏まえた新聞作成
れているメディアやスポーツ番組
等を準備する。

「自分が伝えたい事を決め， 取材を しよう。」 ⑫ 目的に応じた写真の活用を実感
|施設の紹介 活動内容の紹介注意点の紹介等| させるために，異テーマゲループで

ふかめる -ァーマ別グループの編成，取材 自分の見付けた写真とそのよさを
「どのような事例を取り上げればよいだろうか。J 紹介 し合う。

-事例の比較 ・決定 -写真の決定 -新聞型式の確認 ⑫ 最適な材料を集めさせるため

「新聞を作成しよう。j に， 同テーマゲループごとに集まり，

-見出し，記事，割り付け等 -内容に対応した写真の選定 伝えたいことに関連する材料を出

「三年生に伝わりやすい新聞にするためには，どんなことを見 し合う。

直せばよいだろうか。異」テ
@ 伝えたい内容に最適な写真を選-下書きの発表 ・ ーマクソレープで、のアドバイス

|新聞名と内容 事例の順序写真等の適切性 | 択させるために，集団宿泊学習で

見出し・記事の関連 文章表現等 教師が撮影した写真を掲示する。

「新聞を仕上げよう。」
⑫ 伝わりやすい内容になっている

16 ~ 17 新開発表会 かを考えさせるために，異テーマ

ふりかえる
「友達の工夫を見つけよう 。J ゲループの友達に読んでもらい，

-ポスターセッションでの発表 -観点に応じた相互評価
感想、を交流させる。

いかす

ーょっ臼



3 指導のポイント
(1) 内容的価値

「アップとルーズで伝えるJでは，日頃見ているテレビの
映像や新聞の写真が送り手の意図や目的によって取捨選択
されていることを分かりやすく伝えている。 「四年三組か
ら発信します」では，既習や前教材での学習を生かし，材
料を集めることを中心にした新聞作りが書かれている。

4 効果的な書く活動と伝え合う活動の設定

自分が取材したことを分かりゃすく伝える工夫のよさを感じ
させるために，見出しゃ記事・写真を取り入れた1枚カード型
式(新聞)に書かせる活動を，ふかめる過程に設定する。

5 評価規準

国一 8

(2)技能的価値

目的に応じた映像技法である「ア ップJと1;レーズJの
目的や特徴が対比的に書かれている。「始め ・中・終わ
り」という構成で，始めと [:1)の段落構成を対比的に考え
るのに適している 。 「四年三組から ~J は前教材を生か
して特に目的に応じた取材が書かれている。

相手に伝わりゃすいかを考えさせたり，伝わる喜びを感じさせ
たりするために，お互いの作品を異・同テーマグ‘/レープで、見せ

合う活動を，しらべる・ふかめる・ふりかえる過程に設定する。

評価の観点 言平 価 I克 準

関心 ・意欲，態度 身近なアップとルーズについて考えたり，伝えたいことを進んで決めたり，内容が伝わ
りやすいように写真を選んだり記事を書いたりすることができる。

理由付けの仕方 事例 と事例を比較して，それぞれの相違点と共通点を明らかにし，伝えたい内容に最適
な事例を選ぶ。

知識 ・技能 アップとルーズの特徴を表す文を見付け，それを基に段落の構成(始め ・中 ・終わり)や
段落構成の類似点を理解する。

伝えたいことに関する材料を集め，その中から最適な材料を選択することができる。

O 日頃，ポスタ ーや教材に使われている写真に目を向けていることは
あまりない。そこで材料選びの大切さに気付かせるために，内容と対
応していない写真を掲載した新聞と内容と対応している写真を掲載し
た新聞を比較させ，伝わりにくい根拠を発表させる。

O 学校の中のことを記事に取り上げても，子どもたちの意欲が高まり
にくい。そこで，目的意識や相手意識を明確にさせるために 3年生
に集団宿泊学習の楽しさや配慮点等を伝えることを提案する。

O 本教材は問いの部分が冒頭になく，意識されにくい。そこで，
3段落に何が警かれているのかを，丁寧に読み取らせる。

O アップと/レーズのそれぞれの長所や短所に気付かせるために，
ぞれが書かれている部分にサイドラインをヲ|かせる。ま
た，どの部分から短所と長所が書かれいてるかに着 目さ
せしかしJiでもJという言葉に気付かせる。[写真1]

@ 段落の中心をとらえさせるためにこのように」 等に
着目させ，段落毎に小見出しを付けさせる。 (観察)

O 段落の構成を明確にさせるために，個人で考えた構成
を基に全体で考えさせ，構造的に板書する。{写真2)

O 学習内容を理解した効力感を感じさせるために，アッ
プとノレーズを身近な事例から探し出 させ，伝えたい事に

対する写真の効果をお互いに意見交換させる。[写真3)
O 一人での作成では，自信をもてない場合がある。そこ

で，受容J惑を高めさせるために，内容の同じグ〉レープを編成させる。
@ 伝えたい内容を的確に伝えさえるために，伝えたい事に関する事例を数

多く出させ，その中から最適と考えられる材料を選択させる。 さらに，選
んだ事例や写真の適切さを同テーマグ、ノレープで検討させる。 (作品分析)

O 新聞の特徴を思い出せない場合が見られるので 1学期の新聞作成の学
習を振り返らせ，見出しゃ対応する記事，割り付けの工夫を確認させる。

@ 相手により伝わりやすい新聞にさせるために，下書きした新聞を，異テ
ーマクソレープ内で発表させ，お互いにアド‘パイスさせる。その|祭，見出し
と記事の関連や写真 ・帰絵の妥当性を中心にアドバイスさせたり，よい点
を認め合ったりさせる。 (相互評価)

O 推i放のよさを感じさせるために，見直す前と後での
新聞の伝わりやすさについて発表させる。[写真4]

@ アド、パイスや自分なりの評価を基に，下書きを書き

直し，清書 させる。 (作品分析)
@ 発表では多くの作品を見られない。そこで，ポスタ

ーセ ッションスタイノレでの発表をさせ，新聞作成の観
点で，お互いのよさを称賛させ合う 。 (相互評価)

@ 新聞を作成したことへの楽しさを数値化させたり，
その理由を記述式で書かせたりする。 (自己評価)

円ノ
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(教材 「いろいろ なくちばしJ)

[ ζ たえをかんがながらよもう .:1年6月中旬

教材h、ろいろな くちばしID光村 1年上) I 

第 1学年「こたえをかんがえながらよもう」2 

くらべてよもう
O 働きと っくりの関係などを
考えながら内容の大体を読ん
だり，書いたりする。

こたえをかんがえ怠がらよもう
O 問い と答えの 関係に着目し， 内容

の大体を読んだり，問いと答えを考
えて書いたりする。

1 単元の位置
1年

古るのみち
O 主人公の行動を考える中で内
容の大体を読み取る，絵と文や
場面と場面を対応、さ せて読む。

語のまと

自分なりのクイズを作る

問いと答えやそのJI国序を確かめたり，

じゅんじょに気をつけてよもう
O 時間的な順序，様子とわけなどを考えながら読む。

2 目標
(1)烏のくらばしに関するクイズを作るということに興味をもち，

まりを意識して進んで読んだりすることができる。
(2)教材文同士や文と写真とを比較して，問いや答えがあることやその順序性をとらえ，
ことができる。

(3)問い と答えの内容や順序 3 文と写真の対応を考えながら，話の内容の大体を読むことができる。

6 指導計画(全 8U寺問 読むこと 8時間)

2年

学習過程 主な学習活動 学習形態 ・場

@ クイズを楽しんだり ，クイズ作

っかむ
1 身近な動物への関心の高まりによる教材への興味の喚起

りの課題を明確にさせるために，
「この とりのなまえはなんでしょうか。J

全体でクイズ大会を実施する。
-知っている烏の発表 -烏の名前当てクイズ

2 自作クイズ作りによる課題把握と単元の目標設定 @ 烏のくちばしに対する関心を高
「とりの くちばし くいずをつくろう。j めさせるために，教材に掲載され
-鳥の選択とクイズ作り -課題把握 ている鳥の写真を掲示する。

みとおす 〈くいずをつくるには，e' Ivftことがひつようだろうか。》

しらべる

3 ~ 5聞いや答え，順序についての意識化と理解
⑫ 聞いと答えのまとまりを意識さ「きつつきの くいずをつくろう 。J

せるために，囲んだ部分を隣同士
-音読 -・視写 -聞いや答えの意識化 -クイズ作り

で確認させる。
「おうむやはちどりの くいずをつくろう。」

-音読 ・視写 ・クイズ作り ・教材文，自作クイズの内容比較
@ 教材文の聞いと答えの順序を人

さきがするどくとがっ

G正〉
ふとくてさきがまが れ替えられるようにするために，

たくちばしです。 ったくちばしです。 まとまりごとに短冊に書き，掲示
これは，なんのくちば これは，なんのくち

する。しでしょう。 ばしでしょう。
⑫ 適切なクイズを作成できた効力

「三つの とりの くいずを つくろう。」 感を味わわせるために，できあが
ヒント作り ったク イズをゲループで線認し合

( さき山どくとれづ 斗(くぎみた山がったく) つ。
くちばし。 ちばし。

より適切な答えやヒン トを作成ふかめる ⑫ 

させるために，できあがったクイ

くいずたいかいにむけて じゅんびを ズをグループで紹介させ合う 。

6，7読み取った内容の自作ク イズへの適応
@ それぞれの関心の高い鳥に関す

るク イズを作成させるために，教「とりを えらんで くいずを つくろう。」
材に掲載されている鳥の写真を複-くちぱしの特徴の把握と烏の選択 -クイズの作成

表 裏 数枚準備する。

ヨ [さ……社川…
これは，なんのくちばしでしょう。

⑫ まとまりやその順序を意識させこれは，わしのくちばしです。わしは~
るために，できあがったクイズをv 
グループ内で出題させる。

8 鳥のくちばしについてのクイズ大会

ふりかえる
「じぶんで つくった くちばし くいずを，はっぴょう

いかす
しよう。J

つ
J

円
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3 指導のポイント
(1)内容的価値 (2)技能的価値
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教材「し、ろいろな くちばし」は，特徴的
なくちばしを持っている 3種類の鳥に関する
内容がイラストや写真とともに掲載されてお
り，イラストや写真を見ながらくちぱしの形
状とその理酬を考えさせることができる。

聞いの部分にはヒ ントと 問いが書かれ，答えの部分では答えと詳
しい情報の二つのまとまりで構成されている 。間]いと答えはそれぞ
れ別々のページに書かれており，子どもたちがクイズ形式に親しめ
るようになっている。さらに，聞いや答えに関連しているイラスト
や写真と文を対応させながら読み取ることができる。

4 効果的な書く活動と伝え合う活動の設定

問いと答えの二つのまとまりと，その順序性をとらえさせ
るために，表に烏のイラスト，裏に問し、と答えを書き込める
1枚カード形式(クイズカード)に書かせる活動を，しらべる・
ふかめるのそれぞれの過程に設定する。

5 評価規準

目立血豆盟主

教材文や自作クイズに，閉し、と答えがあることや「問い→答え」
の順序になっていることを明確にさせるために，作成したクイズ
を隣同士やグ、ノレープ内で、見せ合う活動を，しらべる・ふかめるの
それぞれの過程に設定する。

評 価 規準

関心 ・意欲，態度
理由付けの仕方
知識 ・技能

身近な鳥の中から，聞いと答えの順序を考えたクイズを作成しようとすることができる。
教材文同士や文と写真とを比較して，自分なりのクイズを作ることができる。
聞いと答えがどのような関係になっているかを考え，それを生かして自分なりのくちば

しクイズを作成することができる。

O クイズを作ることへの関心を高めさせるために，鳥に関するさまざなクイズを出t
O クイズをくちばしに焦点化させるために，数種類の鳥とそのくち

ばしを掲示する。さらに，名前を考えさせる。
O 単元後半のクイズ作成の際，くちばしに関するヒント作りがスム

ーズにいくよう，くちばしとその理由が比i鮫的つかみやすい教科書

に抱示されている鳥の写真を活用する。
O 子どもたちはクイズを簡単に作れると思っていので，実際に作ら
せたクイズを出題 ・解答させ， うまくし、かないことから，クイズの

作り方を動tj-を使って考えていくととを確認させる。[写真1]
O 意欲的にクイズの作成 ・出題をさせたりするために，教科書に掲
載されている烏の写真を多数用意し，興味に応じて選べるようにする。

O クイズには聞いの部分と答えの部分があることをつかませるため
に，黒板に掲示された2つのクイズを比il疫し，共通する部分がある
ことに気付かせ，何が書かれているかを考えさせる。また，問し、の

音1¥分を赤，答えの部分を青色で囲むよう共通理解させる。[写真2]
O 聞いと答えの順序性を当たり前だと思っている。そこで，教材や

自分で作ったクイズ同士を比較させ，同じようなところはなし、か考

えさせる。さらに，問題と答えの部分を入れ替えた場合，クイズと

して成立するか考えさせる。[写真3]
@ 教材文が聞いと答えでクイズが成立してることを感じさせ

たり，クイズの書き方に慣れさせたりするために，表に烏の
くちぱしのイラスト ，裏に問題 と答えを書いたワークシー ト
に教材文を視写させ，グノレープ内でクイズを出し合わせる。

(作品分析)
O 自分なりのクイズをスムーズに作成できるようにするために，教
材のクイズに書かれているヒントの部分を自分なりに考えさせたり，
クツレープで、紹介し合ったりさせる。

@ クイズを作成させるために，くちぱしのイラス トを表に，
聞いと答えを裏に書くことができるワークシートを準備す

る。(作品分析)
O よりよい答えやヒン トにさせるために s 形状の特徴ゃそうな

っている理由が書けない子どもには，教材文を振り返らせたり，何
を食べているかを考えさせたりするの[写真4]

@ できあがったクイズが 2つのまとまりから椛Jぶされている
かを{確かめさせるために，どの部分が聞いでどの部分が答え
とヒン トの部分であったかを発表させる。(作品分析)

@ クイズを作成したことへの楽 しさを数値化させたり，その

理山を記述式で書かせたりする。(自 己評価)
@ 問いと答えを意識したクイズを作成できた効力感を味わわ
せるために，友達のクイズの よかった点を発表させる。(相互評価)

-24-
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N 研究の成果と課題

これまで「自分のことばを求め続ける国語科授業の創造」の研究主題の下，効果的な

書く活動を位置付け ことばで伝え合う喜びを実感する学習指導を具体化し，実践を通

して研究をすすめてきた。その結果 次のような成果と課題が明らかにな った。

(1 研究の成果

本年度の研究によって，次のような子どもたちの姿を見ることができた。

O 相手や目的などをより明確にして，自分のことばを求め続け，育成したい三つの力

を確実に身に付ける子ども

o I分かったJIできたJI相手に分かりやすく伝えられた」という効力感を味わうこ

とのできる子ども

o I分かりやすく伝えることができてよかったj という受容感を味わうことのできる

子ども

よって，次のような成果を得ることができたと考える O

o Iことばで伝え合う喜びを実感する学習指導」の要件を明確にしたことで，子ども

の「関心・意欲，態度jを高め， I知識，技能JI理由付けの仕方Jを確実に身に付け

させる学習指導が明らかになった。

O 効力感や受容感を味わわせることが子どもの育成したい三つの力を高めることに重

要であることが明らかになり，学習内容を見直すことができた。

また 3年間の本研究シリ ーズの成果は次のとおりである O

o I自分のことばを求め続ける国語科授業の創造」の基本的な考え方，目指す子ども

の姿が明 らかになり，学習内容を設定し，指導方法を具体化することができた。

O 自分のことばを求め続ける子どもは， I関心 ・意欲，態度」を高め， I知識，技能」

「理由付けの仕方」を確実に身に付けることができることが分かつた。

(2 研究の課題

O 記録，要約，説明，論述などの知識-技能の活用など思考力・判断力-表現力など

をはぐくむための学習活動を 発達段階に応じて設定していく必要がある O

O 発達段階に応じた言語活動を行う能力を培うための学習指導を具体化していく必要

がある O
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